
「だがしや楽校」（くまぴあ）にて公演（第６０回）      2017.12.17 

 

皆さんは、だがしや楽校（？）と聞いて、何を感じ思い

出しましたか？  

多分、昔懐かしいだがしやさんが集まり、参加した人

たちは、懐かしい昔の味を求めながら買い物を楽し

む・・・・このようなことを思い浮かべ想像の翼を広げた

と思います。  

違うんです！！！！・・・・・この楽校は仙台のある大

学の先生が考えた、地域再発見のイベントで町おこし 1

人１人の活性化、人々のつながりの輪を広げるイベント

なのです。     

駄菓子とは全く関係がありません。なんでも良いから沢山の出店でにぎやかで・・・の意味のようです。 

 

 

 

そこでくまぴあで練習をしている我々に

お誘いがあり、出店（？）いや出演すること

になりました。 

場所は体育館の中の武道場、思ったよ

り広く壁際におひとり様用簡易舞台が置か

れ、その前に５０脚ほどの椅子が並べられ、

その周りに出店用テーブル・・・エアロビ、

写真、受付用、生花、手芸、多肉植物屋、

フラダンス小物、等の店が開かれ、販売も

されました。 

 

われら玉すだれは、出演のみ！！！ 

ステージでのパホーマンスは、玉すだれ（６名１時間）、エアロビ（３名１５分）、 

フラダンス（１１名３０分）フラダンスは幡羅公民館の皆様でした。 

兎に角、打ち合わせも全員ではなく、どうなるのか不安な始まりでした。 

 



１番バッター  玉すだれ  １０時～１１時 

 

 始まったのは良いのですが、主

催者の挨拶もなくいきなり……関

係者以外は１０名程 

 外の駐車場は全部満杯、試合

でもあったのでしょう！！ 

 まず座長挨拶、お 1人様用ステ

ージの前で始まりました。 そし

て「基本」、ほとんどの人が大人

だったので、特にフラダンスの人

が椅子に座り、盛大に盛り上げ

てくれたので、とても気持ち的に

助かりました。  そのうちに多分熊谷ケーブルテレビの人の姿も見られました。 

「自己紹介」を軽くして、「ああ人生に涙あり」これは未だへたくそで失敗が多い曲ですが、意外と流れとしてはす

んなりいきました。でも練習もなしに朝早くに始める事なので、滑りが悪くて皆さん苦心していたようです。 

 次に「麦畑」このころになると見物人も少しずつ増えてきました。最後はやはり皆さんビックリ 大拍手でした。 

 

 次に「きよしのズンドコ」 皆さんよく知っている曲なので、楽しんでいました。 

 

 

 

 

       「だがしや楽校」の看板がくまぴあの各場所に 

       設置されていました。 

 

 



手品 まだ子供さんが少なく、大人の人が多い時間帯でしたが、前に子供さんに座って貰いいました。 

ＩさんＫさんと続けて披露しましたが、年齢には関係なくいつもとても喜んでくれます。見ていて楽しそうです。 

 

 

 

 

 

 

オカリナ いつもいつも同じ曲ばかりなので・・・冒険しよう！！！！と、前日練習をして・・・ 

「寒い朝」、歌詞カードを用意しました。 

「虹の彼方に」久しぶりです。玉すだれでオカリナを吹く事自体が久しぶり、私がオカリナを忘れたりしているの

で・・・・・ 「グリンスリーブス」  この３曲、間違いながらもやってしまいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 時間は少し早いながらも、座長が終わりの挨拶かたがた玉すだれの歴史を少し紐解き終演といたしました。 

 

 この頃から子供大人、見物人も多くなり賑やかと言うかうるさくなり祭りイベントらしくなりました。 



 

 

２番バッター エアロビ   １１時～１５分        

インストラクターの見事なデモンストレーション 

 

３番バッター フラダンス、１１時３０分～１２時 

 幡羅。公民館の仲間なので知人もいました  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

後記   第１回目の開校なのでどこでもこのようなものなのでしょう？でも残念なのは  

      電気のコンセントはありますが(音源はある)マイクは無いので聞き取れない、  

       説明が聞こえない、イベントとしては、費用のケチりすぎ？ではないのでしょうか？  

       感想文に書きました。  

        記： 難波 道子 


